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宮
城
県
大
崎
市
で
、
11
月
8
日
に

「
蕪
栗
沼
・
周
辺
水
田
」ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
湿
地
登
録
20
周
年
祭
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
20
年
間
の
保
全
と
賢
明
な

利
用
（
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
）
の
歩
み
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
次
世
代
に
教
訓
や

知
恵
・
思
い
を
引
き
継
ぐ
た
め
、「
つ
な

げ
、
1
0
0
年
先
の
未
来
ま
で
」
を
テ

ー
マ
に
、
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
観
察
会
、

関
係
団
体
等
の
展
示
が
行
わ
れ
、
市
内

外
か
ら
約
2
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ガ
ン
類
の
保
護

や
「
蕪
栗
沼
・
周
辺
水
田
」
の
登
録
に

尽
力
さ
れ
た
日
本
雁
を
保
護
す
る
会
の

呉
地
正
行
会
長
、
登
録
時
や
地
域
の
環

境
N
P
O
の
設
立
に
携
わ
っ
た
N
P
O

法
人
蕪
栗
ぬ
ま
っ
こ
く
ら
ぶ
の
戸
島
潤

副
理
事
長
に
よ
る
振
り
返
り
と
「
蕪
栗

沼
・
周
辺
水
田
」
が
地
域
に
も
た
ら
し

た
も
の
に
つ
い
て
記
念
講
演
・
取
り
組

み
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
次
世
代
の
ユ
ー
ス
代
表
と
し

て
古
川
黎
明
高
校
、
仙
台
育
英
学
園
高

校
の
生
徒
に
よ
る
取
り
組
み
報
告
と
ユ

ー
ス
宣
言
・
提
言
が
行
わ
れ
、
大
崎
市

長
と
呉
地
会
長
に
進
呈
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
報
告
さ
れ
た
登
録

か
ら
現
在
ま
で
の

変
化
に
つ
い
て
一

部
紹
介
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

宮
城
県
北
部
に

位
置
す
る
蕪
栗
沼

は
30
年
前
に
は
知

る
人
ぞ
知
る
湿
地

で
し
た
。
水
田
稲

作
に
と
っ
て
は
害

鳥
に
も
な
る
ガ
ン
カ
モ
類
の
飛
来
地
で
、

氾
濫
原
で
も
あ
る
沼
は
、
必
ず
し
も
良

い
印
象
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
沼
の
重
要
性
を

訴
え
た
N
P
O
の
活
動
や
「
ふ
ゆ
み
ず

た
ん
ぼ
」
な
ど
渡
り
鳥
と
の
共
生
を
目

指
す
農
業
者
の
取
り
組
み
も
あ
り
、
地

域
の
渡
り
鳥
に
対
す
る
認
識
も
徐
々
に

変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
沼
だ
け
で
は
な
く
農
地

で
あ
る
水
田
も
含
め
た
登
録
が
目
指
さ

れ
、
2
0
0
5
年
11
月
8
日
に
「
蕪
栗

沼
・
周
辺
水
田
」
と
い
う
「
水
田
」
の

名
称
が
登
録
名
に
入
る
世
界
で
最
初
の

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
と
し
て
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

登
録
当
時
は
環
境
や
生
物
多
様
性
か

ら
見
た
水
田
の
評
価
は
ま
だ
低
く
、「
周

辺
水
田
」
の
名
称
を
入
れ
て
登
録
す
る

こ
と
で
、
農
地
が
渡
り
鳥
の
重
要
な
生

息
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
国
際
的
に

示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
2
0
0
8
年
に
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
C
O
P
10
で
採
択
さ
れ
た
、「
水

田
決
議
（
決
議
Ⅹ
・
31
『
湿
地
シ
ス
テ

ム
と
し
て
の
水
田
の
生
物
多
様
性
の
向

上
』）」
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

地
域
で
も
生
き
も
の
と
共
生
す
る

農
業
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
農
家
や

N
P
O
を
中
心
に
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の

調
査
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
生
産
者

と
消
費
者
が
共
に
生
物
多
様
性
を
育
み
、

持
続
可
能
な
農
業
を
支
え
て
い
く
「
た

じ
り
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
宣
言
」
が

2
0
0
9
年
に
作
ら
れ
ま
し
た
。

生
き
も
の
の
変
化
を
見
て
み
る
と
、

蕪
栗
沼
の
代
表
的
な
渡
り
鳥
で
あ
る
ガ

ン
類
は
、
マ
ガ
ン
の
飛
来
数
が
5
万
羽

か
ら
10
数
万
羽
へ
と
増
加
し
ま
し
た
。

羽
数
回
復
事
業
が
行
わ
れ
て
い
た
シ
ジ

ュ
ウ
カ
ラ
ガ
ン
は
野
生
下
で
の
繁
殖
が

千
島
列
島
で
定
着
し
、
数
羽
の
飛
来
か

ら
1
万
2
千
羽
以
上
が
飛
来
す
る
ま
で

に
回
復
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
厳
冬
期

に
は
「
ね
ぐ
ら
」
を
河
川
等
に
も
広
げ

る
な
ど
、
沼
以
外
へ
の
分
散
が
み
ら
れ

て
い
ま
す
。

一
方
で
主
な
餌
場
を
沼
や
河
川
に
し

て
い
る
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
は
、
数
百
か
ら

2
千
羽
を
推
移
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
ヨ
シ
原
が
広
が
る
蕪
栗

沼
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
植
物
が
生
息
、

生
育
の
場
と
し
て
い
ま
す
。
登
録
前
は
、

生
活
様
式
の
変
化
で
刈
り
取
ら
れ
な
く

な
っ
た
ヨ
シ
の
堆
積
が
場
所
に
よ
っ
て

は
1
m
ほ
ど
起
き
て
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
登
録
の
翌
年
か
ら
毎
年
3
月
に

陸
地
化
の
緩
和
や
植
物
の
活
性
化
を
目

的
に
、
野
火
の
実
施
を
行
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
野
火
を
実
施
し
た
場
所
で

は
希
少
種
の
ノ
ウ
ル
シ
や
ト
ネ
ハ
ナ
ヤ

ス
リ
の
大
群
落
も
確
認
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

一
方
で
課
題
も
多
く
、
洪
水
時
に
一

時
的
に
水
を
溜
め
る
遊
水
地
で
も
あ
る

蕪
栗
沼
は
、
河
川
か
ら
の
外
来
種
の
流

入
や
土
砂
や
植
物
の
堆
積
が
起
き
や
す

い
場
所
の
た
め
、
対
策
も
難
し
い
と
こ

ろ
で
す
。

登
録
後
も
オ
オ
ブ
タ
ク
サ
や
ア
レ
チ

ウ
リ
と
い
っ
た
外
来
植
物
、
ア
メ
リ
カ

ザ
リ
ガ
ニ
、
ウ
シ
ガ
エ
ル
に
加
え
カ
ワ

リ
ヌ
マ
エ
ビ
な
ど
も
増
加
し
、
在
来
種

へ
の
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

多
く
の
生
き
も
の
に
と
っ
て
重
要
な

水
田
も
農
家
の
高
齢
化
や
人
口
減
少
の

中
、
水
路
等
の
維
持
管
理
も
含
め
て
持

続
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
水
田

の
区
画
整
理
に
よ
り
効
率
化
が
図
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
農
家
ご
と

の
水
管
理
や
栽
培
方
法
に
よ
っ
て
多
様

な
湿
地
環
境
に
な
っ
て
い
た
水
田
は
単

調
な
環
境
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ユ
ー
ス
宣
言

の
中
で
、
保
全
活
動
や
調
査
活
動
、
こ

の
地
域
で
は
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る

マ
ガ
ン
と
暮
ら
す
環
境
の
重
要
性
に
つ

い
て
の
啓
発
、
飛
来
地
を
広
げ
て
行
く

た
め
の
活
動
な
ど
へ
の
若
い
世
代
の
主

体
的
な
参
加
に
つ
い
て
も
宣
言
さ
れ
ま

し
た
。
世
代
を
越
え
た
連
携
の
も
と
、

1
0
0
年
先
の
未
来
ま
で
豊
か
な
湿
地

環
境
（
沼
・
水
田
）
が
残
り
、
マ
ガ
ン

を
は
じ
め
と
す
る
湿
地
の
生
き
も
の
た

ち
が
暮
ら
す
風
景
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

NPO法人蕪栗ぬまっこくらぶ　鈴木耕平
「蕪栗沼・周辺水田」ラムサール条約湿地登録20周年を迎えて

蕪栗沼でのマガンのねぐら入り

蕪栗沼周辺の水田で採餌するマガン

蕪栗沼で毎年3月に行われる野火

高校生によるユース宣言・提言
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中
か
ら
次
々
と
見
つ
か
っ
た
の
で
す
。

こ
の
赤
く
美
し
い
魚
は
、
干
潟
の
地
中

に
巣
穴
を
掘
る
甲
殻
類
と
深
い
関
係
性

を
持
ち
な
が
ら
同
居
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
、
い
ま
そ
の
詳
し
い
生
態
調
査

を
進
め
て
い
ま
す
。

干
潟
は
甲
殻
類
や
貝
類
、
魚
類
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
生
物
が
住
み
、
沿
岸
域
の

生
産
性
と
多
様
性
を
支
え
る
重
要
な
場

所
で
す
。
し
か
し
、
護
岸
や
港
湾
工
事

な
ど
の
沿
岸
開
発
に
よ
っ
て
容
易
に
失

わ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
ク
ダ

リ
ボ
ウ
ズ
ギ
ス
が
希
少
種
と
な
っ
た
理

由
に
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
急
速
な

開
発
に
よ
っ
て
渚な
ぎ
さの

自
然
が
失
わ
れ
た

こ
と
も
要
因
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
志
津
川
湾
の
ク
ダ
リ
ボ
ウ
ズ
ギ
ス

は
、
そ
う
し
た
開
発
や
東
日
本
大
震
災

後
の
復
旧
工
事
に
よ
る
環
境
変
化
を
逃

れ
、
志
津
川
湾
の
湾
奥
部
で
ひ
っ
そ
り

と
生
き
残
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
こ

の
宝
石
の
よ
う
な
魚
が
、
沿
岸
の
湿
地

の
多
様
性
の
高
さ
を
象
徴
す
る
と
と
も

に
、
干
潟
で
の
研
究
活
動
を
通
し
て
、

新
た
な
地
域
の
「
宝
」
に
な
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

ら
に
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
教
育
へ
の
活
用
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
企

業
や
民
間
団
体
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

ア
マ
モ
の
苗
を
育
て
、
ア
マ
モ
場
の
再

生
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
3
月
に
は
、
町
内
の
自

然
環
境
を
め
ぐ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
の
参
加
に
よ
り「
志
津
川
湾　
保
全
・

活
用
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
南

三
陸
町
の
森
里
海
の
10
年
後
の
姿
を
見

据
え
た
具
体
的
な
目
標
が
さ
ま
ざ
ま
さ

な
視
点
か
ら
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
に
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
の
拡

張
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
は
、
藻

場
や
干
潟
な
ど
生
物
多
様
性
が
高
い
湾

奥
部
の
一
部
は
登
録
エ
リ
ア
に
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
理
由
は
、

2
0
1
8
年
の
登
録
で
は
国
立
公
園
に

指
定
さ
れ
て
い
る
エ
リ
ア
の
登
録
を
優

先
し
た
た
め
で
す
。今
、湾
奥
部
の
エ
リ

ア
を
新
た
に
国
立
公
園
に
指
定
し
、
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
と
す
る
準
備
と
し

て
、
干
潟
の
生
物
調
査
や
ア
マ
モ
場
を

含
む
藻
場
再
生
の
取
り
組
み
を
地
域
の

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
進
め
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
湾
奥
部
の
干
潟
で
、
近
年
大

き
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

生
態
が
全
く
不
明
で
あ
っ
た
希
少
な
魚

種
ク
ダ
リ
ボ
ウ
ズ
ギ
ス
が
、
干
潟
の
地

宮
城
県
南
三
陸
町
の「
志
津
川
湾
」が

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
と
な
っ
て
か
ら

早
や
7
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
志
津
川

湾
は
、
マ
コ
ン
ブ
な
ど
の
海
藻
の
森
や

ア
マ
モ
な
ど
の
海
草
の
草
原
な
ど
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
だ
「
藻
場
」
が
広

が
る
豊
か
な
海
で
す
。
登
録
を
き
っ
か

け
に
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
地
域
の

海
が
自
分
た
ち
の
誇
り
と
し
て
認
知
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

し
か
し
近
年
、
志
津
川
湾
で
も
急
速

に
環
境
が
変
化
し
て
い
ま
す
。
海
水
温

の
上
昇
に
伴
い
、
イ
セ
エ
ビ
な
ど
こ
れ

ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
暖
か
な
海
の
生

物
が
急
増
す
る
一
方
で
、
冷
た
い
海
の

生
物
が
姿
を
消
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
主
要
な
水
揚
げ
魚
種
で
あ
っ
た

サ
ケ
が
取
れ
な
く
な
る
な
ど
、
水
産
業

へ
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

今
私
た
ち
は
、
気
候
変
動
対
策
の
一

つ
と
し
て
、
志
津
川
湾
に
豊
富
に
存
在

す
る
藻
場
の
力
に
着
目
し
て
い
ま
す
。

藻
場
の
保
全
・
再
生
に
よ
り
「
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
」

（
海
洋
生
態

系
が
光
合
成

に
よ
り
二
酸

化
炭
素
を
吸

収
し
た
後
、

海
底
や
深
海

に
蓄
積
さ
れ

る
炭
素
）
を

創
出
し
、
さ

南
三
陸
町
自
然
環
境
活
用
セ
ン
タ
ー
　
研
究
員
　
阿
部
拓
三

志
津
川
湾
の
今
と
地
域
の
宝

アマモの草原

アマモの苗植え作業

クダリボウズギス

全体会合の会場内
Photo © IUCN/Tim Gander/
Workers Photos

今年 10 月 9 日～ 15 日、UAE のアブダ
ビで、国際自然保護連合（IUCN）が主催
する「世界自然保護会議（WCC ）2025
が開催され、世界中の政府、研究者、
NGO、企業など、対面とオンライン合
わせて約 1 万人が参加しました。IUCN
の会員であるラムネット J は、モーショ
ン（決議案）に対する投票権を持ってい
ます。ここでは、モーションに対する投
票者として参加した全体会合（10 月 10
日～ 14日）の様子をレポートします。フ
ォーラムや展示など、WCC2025 に関す
る詳しい報告は IUCN-J（国際自然保護
連合日本委員会）のウェブサイトで見る
ことができます（https://www.iucn.jp/
category/iucn-wcc-2025/）。

WCC2025 の開催前にオンライン投票
で採択されたモーションを含め、全部で
240 件が提出されました。ラムネット J

はこれらのモーションを事前に検討し、
賛否を決めておきました。地域特有の問
題、私たちになじみのないテーマなど、
多様であることが特徴です。ラムネット
J が発議した WCC2020 の決議 17「湿地
保全のために水の自然な流れを守る」も
こうした経過を経て採択されたモーショ
ンの一つです。

提出期限ぎりぎりまで議論し、修正が
入る例も多くあり、リアルタイムの投票
が必要になります。私が特に関心を持っ
たのはモーション 113「Strengthening 
planning for preserving biodiversity 
through the use of Longevity 
Conservation approaches to ensure 
naturally age-structured populations 
of species」です。このモーションに関す
るフォーラム「Longevity Conservation–
Why We Should Protect Old, Wise 

and Large Animal」では、ゾウやシャ
チ等を例に、その動物の個体群の中で年
長の個体が果たす、経験に基づいたリー
ダー的な役割が繁殖の成功などに貢献し
ていること、それらが狙い撃ちにされる
危機などが熱く語られました。このモー
ションは、トーンが少し弱められた感は
ありましたが、無事に採択されました。

どの決議も丁寧に民主的に議論される
のが WCC の非常に素晴らしい点だと思
います。オンラインではありましたが、
投票という役割を担って参加し、臨場感
あふれる現場を見聞きできたことをうれ
しく思いました。WCC2029 には現地参
加できない方もオンラインでの体験をお
勧めします。

ラムネット J 理事　安藤よしのWCC2025へのオンライン参加と投票　
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薩
摩
川
内
市
を
流
れ
る
川
内
川
の
上

流
部
、
山
中
の
ア
ク
セ
ス
道
路
を
上
り
詰

め
た
場
所
に
藺
牟
田
池
が
広
が
り
ま
す
。

藺
牟
田
池
は
、
数
十
万
年
前
の
火
山

活
動
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
周
囲
約
4
km

の
火
口
湖
で
、
周
囲
を
標
高
4
5
0
m

か
ら
5
0
0
m
の
外
輪
山
に
囲
ま
れ
、

山
頂
か
ら
は
遠
く
霧
島
連
山
や
桜
島
も

一
望
で
き
ま
す
。

池
の
西
側
3
分
の
1
は
湿
原
化
し
、

イ
ネ
科
や
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
の
植
物
が

群
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
植
物
が

枯
れ
て
堆
積
し
、
何
千
年
も
の
年
月
を

経
て
炭
化
し
た
も
の
が
、「
泥
炭
形
成

植
物
群
落
」
を
形
成
し
て
お
り
、
藺
牟

田
池
の
水
面
に
は
多
数
の
泥
炭
質
の
浮

島
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

泥
炭
は
、
ウ
イ
ス
キ
ー
を
蒸
留
す
る

際
の
燃
料
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
寒
冷

な
土
地
で
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
ま
す
が
、

鹿
児
島
の
よ
う
な
温
暖
な
土
地
で
は
極

め
て
珍
し
く
、
学
術
的
に
も
た
い
へ
ん

貴
重
な
こ
と
か
ら
国
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

蘭
牟
田
池
は
、
泥

炭
か
ら
何
万
年
も
の

年
月
を
経
て
石
炭
が

で
き
る
ま
で
の
最
初

の
段
階
を
、
実
際
に

観
察
で
き
る
貴
重
な

自
然
の
学
習
教
材
で
す
。

池
の
周
囲
に
は
、
絶
滅
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
国
内
希
少
野
生
動
植
物
の
ベ
ッ

コ
ウ
ト
ン
ボ
が
生
息
し
て
お
り
、
内
陸

部
で
安
定
し
て
生
息
す
る
珍
し
い
場
所

と
し
て
、
全
国
で
唯
一
、
種
の
保
存
法

に
基
づ
く
「
生
息
地
等
保
護
区
」
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

藺
牟
田
池
は
、
梅
や
桜
、
あ
じ
さ
い
、

紅
葉
な
ど
、
四
季
折
々
の
木
々
や
草
花

に
彩
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
憩
い
の
場
所

と
し
て
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
、
キ
ャ

ン
プ
や
、
外
来
魚
駆
除
釣
り
大
会
、
ボ

ー
ト
な
ど
の
自
然
体
験
型
レ
ジ
ャ
ー
や
、

ベ
ッ
コ
ウ
ト
ン
ボ
や
ヒ
メ
ボ
タ
ル
な
ど

の
観
察
、
い
む
た
池
マ
ル
シ
ェ
や
外
輪

山
ト
レ
イ
ル
レ
ー
ス
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

池
に
残
さ
れ
た
女
竜
が
、
男
竜
を
待

ち
続
け
た
末
に
岩
（
竜
石
）
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
「
竜
石
伝
説
」
の
ほ

か
、
多
く
の
歴
史
と
文
化
の
残
る
藺
牟

田
池
を
守
る
た
め
、
環
境
保
全
基
本
計

画
を
策
定
し
、
環
境
保
全
と
ワ
イ
ズ
ユ

ー
ス
（
賢
明
な
利
用
）
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

藺
牟
田
池
（
鹿
児
島
県
）

　

ベッコウトンボ浮島

藺牟田池の全景

薩
摩
川
内
市
市
民
安
全
部
環
境
課

鹿児島市

姶良市 霧島市

▲桜島

薩摩
川内市

宮 崎 県鹿 児 島 県

藺牟田池東
シ
ナ
海

の
情
報
票
の
簡
易
化
と
手
引
き
の
作
成

等
、
ま
た
ユ
ー
ス
に
つ
い
て
は
前
回

M
O
P
の
決
議
を
基
に
特
別
委
員
会
の

枠
組
み
や
T
O
R
な
ど
具
体
的
な
活
動

の
基
盤
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

た
だ
、
組
織
の
枠
組
み
の
整
備
は
欠

く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
同
時
に
関

係
す
る
人
す
べ
て
の
、
保
全
に
向
け
た

「
非
公
式
で
自
発
的
な
取
り
組
み
」
で

あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

米
国
か
ら
の
政
府
代
表
は
こ
の

M
O
P
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
統
領
の
環
境
・
生
物
多
様
性
に
対
す

る
姿
勢
が
影
響
し
た
と
思
わ
れ
、
ハ
マ

シ
ギ
な
ど
の
共
同
調
査
に
関
す
る
米
国

政
府
の
予
算
も
中
断
し
て
い
ま
す
。
一

方
ロ
シ
ア
か
ら
は
政
府
代
表
の
他
数
人

の
研
究
者
が
特
別
委
員
会
な
ど
を
通

じ
て
参
加
し
ま
し
た
。
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
を
脱
退
し
た
ロ
シ
ア
と
の
対
話
の
道

が
こ
こ
に
あ
る
こ
と
は
幸
い
で
す
が
、

E
A
A
F
の
繁
殖
地
ロ
シ
ア
と
の
共
同

調
査
は
依
然
困
難
な
ま
ま
で
す
。

繁
殖
地
か
ら
越
冬
地
ま
で
す
べ
て
の

国
・
生
息
地
の
人
々
の
協
力
の
継
続
を

切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

い
う
枠
組
み
で
す
。

水
鳥
た
ち
は
北
極
圏
や
北
の
地
域
で

繁
殖
し
、
南
の
地
域
に
渡
り
ま
す
。
東

ア
ジ
ア
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
地
域
フ
ラ

イ
ウ
ェ
イ（
E
A
A
F
）は
、地
球
全
体

で
9
つ
あ
る
渡
り
経
路
の
一
つ
で
す
。

E
A
A
F
は
ヘ
ラ
シ
ギ
、
ク
ロ
ツ
ラ
ヘ

ラ
サ
ギ
他
、
絶
滅
や
減
少
の
脅
威
に
直

面
す
る
種
が
最
も
多
い
渡
り
経
路
で
す
。

昨
年
2
0
2
5
年
11
月
8
日
か
ら

14
日
ま
で
、
35
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
含
む

3
0
7
人
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
セ
ブ
島
に

集
ま
り
E
A
A
F
P
の
12
回
目
の
パ
ー

ト
ナ
ー
会
議
（
M
O
P
12
）
が
開
か
れ

ま
し
た
。
開
催
国
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
々

と
文
化
を
反
映
し
て
、
現
地
大
学
生
に

よ
る
活
発
で
色
鮮
や
か
な
ダ
ン
ス
に
迎

え
ら
れ
、
前
回
以
降
の
新
た
な
F
N
S

や
パ
ー
ト
ナ
ー
も
明
る
い
雰
囲
気
で
温

か
い
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

会
議
の
議
題
は
、
運
営
に
関
す
る
文

書
の
見
直
し
と
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

さ
ま
ざ
ま
な
決
定
書
案
で
し
た
。
運
営

文
書
は
、
発
足
後
20
年
を
目
前
に
、
情

勢
の
変
化
や
煩
雑
化
し
た
組
織
を
直
す

た
め
、
F
N
S
選
定
基
準
を
含
む
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
文
書

や
、
作
業
部
会
等
の

T
O
R
（
業
務
の
決

ま
り
）な
ど
の
整
理
・

改
訂
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
パ
ー
ト
ナ

ー
か
ら
の
決
定
書
案

で
は
、
ヘ
ラ
シ
ギ
、

ホ
ウ
ロ
ク
シ
ギ
な
ど

危
急
種
に
対
す
る
取

り
組
み
の
計
画
の
更

新
や
、
F
N
S
参
加

の
障
害
を
除
く
た
め

E
A
A
F
P（
東
ア
ジ
ア
・
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
地
域
フ
ラ
イ
ウ
ェ
イ
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
）
は
、
ロ
シ
ア
極
東
と
ア
ラ

ス
カ
の
北
極
圏
か
ら
東
ア
ジ
ア
を
経
て

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
地
域
（
オ
セ
ア
ニ
ア

と
ほ
ぼ
重
な
る
地
域
）
に
渡
り
の
経
路

（
フ
ラ
イ
ウ
ェ
イ
）を
持
つ
渡
り
性
水
鳥

と
そ
の
生
息
地
を
保
全
す
る
た
め
の
政

府
・
国
際
機
関
・
N
G
O
・
民
間
団
体
・

自
治
体
の
国
際
的
な
「
協
力
の
枠
組
み
」

（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
で
す
。
発
足

は
2
0
0
6
年
で
す
。
1
9
9
3
年
釧

路
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
締
約
国
会
議
を

契
機
と
す
る
、「
ア
ジ
ア
太
平
洋
渡
り
性

水
鳥
保
全
戦
略（
A
P
M
W
C
S
）」を

受
け
継
い
で
、
経
路
上
の
重
要
生
息
地

（Flyw
ay N

etw
ork Site

：
F
N
S
）

と
そ
こ
で
生
計
を
立
て
る
人
々
の
生
活

を
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
等
の
法
的

規
制
な
し
で
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー
団
体
と

地
域
の
人
々
の
意
思
で
保
全
し
よ
う
と

参加者の集合写真（MOP12事務局提供）

ひがしよか干潟とアラスカのクパルク湿地の姉妹湿
地交流の事例発表をする米国WCSのロバーズさん

開会式で演じられたフィリピンのダンス

EAAFP第12回パートナー会議
� ラムネット J 理事　柏木　実
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ラムサール・ネットワーク日本（ラムネットJ）の活動は、会員の皆様からの会費や、
カンパ、助成金などでまかなっています。ぜひ、ラムネットJのサポーター（一般賛助
会員）になって会の活動を支援してください。もっと積極的に湿地保護にかかわりたい
方は、会の運営や活動を担う一般正会員としての入会をお待ちしています。そのほか、
団体や企業としての入会も可能です。詳しくは事務局までお問い合わせください。

会員の特典
機関誌「ラムネットＪニュースレター」を送付するほか、会員限定のメーリングリスト
に参加できます。ラムネットJが主催する催しの参加費が割引になる場合もあります。
入会申込方法

●郵便振替　郵便振替用紙（払込取扱票）の通信欄に、ご希望の会員種別、お名前、住
所、電話番号、Eメールアドレスをご記入の上、年会費をお振り込みください。一般銀
行から振り込む場合は（払込取扱票への記入ができませんので）振り込み後に上記の申
込事項をEメール、FAX、郵便等で右記の事務局までお知らせください。
●ウェブサイト　一般賛助会員、一般正会員については、ウェブサイトからオンラインで
の入会も可能です。https://www.ramnet-j.org/join/にアクセスし、「入会申込フォ
ーム」に記入して送信してください。年会費は郵便振替でご送金いただくか、オンライ
ン決済サイトSyncable（シンカブル）からクレジットカードで送金することも可能です。

振　込　先
ゆうちょ銀行　 振替口座 00140-0-765702　ラムサール・ネットワーク日本

（一般銀行から）�ゆうちょ銀行　〇一九（ゼロイチキュウ）店 
 　当座預金 0765702　ラムサール　ネットワークニホン

会員
種別

正会員 賛助会員
総会での議決権が

あります
総会での議決権が

ありません
一　般 1口� 5,000円 1口� 2,000円
団　体 1口� 10,000円 1口� 10,000円
特　別 50,000円 以上 30,000円 以上
企　業 − 1口�100,000円

ラムサール・ネットワーク日本  会員募集 !!
会員種別と入会申込金（年会費）

年会費（入会金）
年会費は毎年4月から翌年3月までの1年分です。
入会初年度は、年度途中の入会でも入会金として
1年分の会費をいただきます。2 〜 3月に入会の
場合、初年度の年会費（入会金）は無料となり、
4月からの次年度の年会費としていただきます。

事　務　局
NPO法人 ラムサール・ネットワーク日本
〒110-0016  東京都台東区台東1−12−11
青木ビル3F　TEL/FAX 03-3834-6566
Eメール info ramnet-j.org

れ
な
い
渡
良
瀬
遊
水
地
の
希
少
な
動
植
物

の
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
掲
載
し
、
遊
水
地

で
の
歩
行
の
目
安
時
間
、
絶
景
ポ
イ
ン
ト

や
目
印
等
を
地
図
に
落
と
し
込
ん
で
い
ま

す
。
持
ち
歩
き
に
便
利
な
A
5
判
（
広
げ

る
と
A
2
判
）。耐
水
紙
を
使
っ
て
い
る
の

で
破
れ
に
く
く
丈
夫
で
す
。
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
は
観
光
案
内
所
等
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

毎
年
2
月
2
日
は
「
世
界
湿
地
の
日
」

で
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「W

etlands 

an
d trad

ition
al kn

ow
led
ge: 

Celebrating cultural heritage.

」

で
、
湿
地
保
全
と
伝
統
的
な
知
識
や
文
化

の
関
係
に
焦
点
を
当
て
て
い
ま
す
。
世
界

湿
地
の
日
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ポ
ス
タ

ー
（
左
写
真
）
な
ど
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ツ

ー
ル
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

は
あ
る
も
の
の
、
今
後
の
湿
地
政
策
を
ど

う
す
る
の
か
と
い
う
記
述
が
希
薄
で
す
。

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
の
意
見
で
は
そ
の
点
を
指

摘
し
、
湿
地
の
保
全
・
再
生
、
気
候
変
動

対
策
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
、
水
田

の
生
物
多
様
性
の
向
上
な
ど
を
確
実
に
推

し
進
め
る
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
書
き
込
む

よ
う
に
指
摘
し
ま
し
た
。

渡
良
瀬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
I
期
の
成
果
物

と
し
て
「
渡
良
瀬
遊
水
地　
歴
史
・
自
然

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

開
設
し
ま
し
た
。
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
サ
イ

ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
日
々
更
新
す
る
情

報
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
限
ら
れ
た
紙
面
で
説
明
し
き

環
境
省
は
、
生
物
多
様
性
条
約
事
務
局

に
提
出
す
る
第
7
回
国
別
報
告
書（
案
）に

対
す
る
意
見
募
集
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
）
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
国
別
報
告
書

は
、
2
0
2
6
年
に
ア
ル
メ
ニ
ア
で
開
催

さ
れ
る
生
物
多
様
性
条
約
C
O
P
17
で
行

わ
れ
る
、昆
明
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
生
物
多

様
性
枠
組
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　「グリーンウェイブ」は生物多様性条約事務局の呼びかけによっ
て始まった、生物多様性を向上させるための国際的なキャンペー
ンです。この取り組みをあらゆる湿地で拡げるために、ラムネッ
トJでは湿地保全のキャンペーン「湿地のグリーンウェイブ」を、
5月22日の「国際生物多様性の日」を中心とした4月〜7月に開
催しています。この期間に湿地の保全や賢明な利用を目的として
各地で実施されるさまざまな活動や主催団体の情報を、湿地のグ
リーンウェイブに登録してください。
　ラムネットJでは参加団体の情報を掲載したリーフレットを3月
下旬に発行します。また、各団体のイベント情報はウェブサイトに
随時掲載していきます。

●�申込方法：湿地のグリーンウェイブのウェブサイトの「参加団体
募集」ページ（https://ramnet-j.org/participate）をご参照の
うえ、参加申込書をメールでお送りいただくか、ウェブフォー
ムからお申し込みください。
●リーフレット掲載のための登録締切：2026年2月28日（土）
●申込先・お問い合わせ：ラムネットJ事務局
　湿地のグリーンウェイブ担当者宛Eメール  gw@ramnet-j.org

湿地のグリーンウェイブ2026
参加団体募集!

渡良瀬遊水地　歴史・自然ガイドマップ
https://www.watarase-yusuichi.net/guidemap

世界湿地の日のウェブサイト
https://www.worldwetlandsday.org/
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